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ＡＲＤＦ集計ソフト Ｖｅｒ３.４

【インストール】
（１）ダウンロードファイル
（２）システムの起動
（３）データの切り替え

【入力前の設定】
（１）競技内容設定
（２）学校名設定 ？？？？

【参加者入力】
（１）マスタデータからの入力
（２）参加者リストからの入力
（３）データの削除

【ゴールタイマー】
（１）ゴールタイム入力
（２）ゴールタイムデータ書き出し
（３）ゴールタイムデータ読み込み
（４）ゴールデータ TXT(テキスト)ファイル作成

【結果入力】
（１）ＳＩシステムデータ読み込み
（２）未入力一覧

【ゼッケン設定】

【組合せ設定】

【表示・訂正】
（１）スタート組合せ・訂正
（２）参加者一覧・訂正
（３）総合結果・地域結果
（４）表示幅設定

【一覧・結果印刷】
（１）スタート組合せ印刷
（２）参加者一覧印刷
（３）区分別一覧印刷
（４）総合結果印刷
（５）地域結果印刷

【ファイル操作】
（１）データの初期化
（２）順位ソート
（３）グルーブ対抗順位のＣＳＶファイル作成
（４）賞状・結果ＴＸＴファイル作成
（５）参加者ＴＸＴファイル作成

【賞状の印刷】

【ＳＩシステムの使用について】

※このマニュアルは､アップロードされた説明ファイル(html 形式)をもとに作成されたもので
す。
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【インストール】

（１）ダウンロードファイル

ソフト製作者 JHφ UFU遠藤さんのＨＰよりダウンロードしてください。

http://jh0ufu.hp.infoseek.co.jp/

ダウンロードするファイルは下記の３種類です。

①システムファイル ARDFwin34.exe
②データファイル ARDFdat.exe
③ DLLファイル ArgDll.exe

※他に 説明ファイル ardf_hlp.exe があります（ソフトの動作には必要ありません）
・ソフトの設定・使用方法が html形式で説明されています。
（このマニュアルは、それを再構成して作成しました）

・ＳＩシステムについての説明もＰＤＦファイルで同梱されています。

３種類のファイルとも同じフォルダに入れて下さい。
格納フォルダはなるべくルート上に作って下さい。サブフォルダに格納した場合フォルダ名

が長すぎるとエラーが出る場合があります。
ファイルは３種類とも自己解凍型に圧縮してありますのでファイルをダブルクリックして解

凍して下さい。

フォルダ作成の例

解凍されたファイル
ArgDll.exe ARDFdat.exe

DLLファイル（７） データファイル（１３）
ARGEXT.DLL ARDF_mas.dbf
ARGIMM32.DLL ARDF.fil
ARGMCI32.DLL ARDF_KEN.fil
ARGNET32.DLL ARDF_SOU.fil
ARGRUN.DLL ARDF_TM.fil
ARGUT16.DLL ARDF_UT.fil
ARGUT32.DLL BMN.fil

BMN_X.fil
ARDFwin34.exe CHI.fil

システムファイル（２） SOUTXT.fil
ARDFWIN.EXE SI_DAT.fil
ARDFWIN.INI LST_DAT.fil

SILST.dbf （全２２ファイルです）

※ＳＩシステム使用の準備については後述の「ＳＩシステムの使用について」をご参照下さい。
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（２）システムの起動

システムを起動する場合は ARDFWIN.EXE をダブルクリックすることで起動できますが、シ
ョートカットを作ってディスクトップ上に置くと簡単に起動することが出来ます。

ディスクトップ上に出来たショートカット

（３）データの切り替え

入力済みのデータを切り替えて見たり、新しくデータを格納するフォルダを作成する事が出
来ます。

プルダウンメニューのファイルからデータ切り替えを選ぶと下のようにデータファイル設定
のダイアログが表示されます。新しく作成するフォルダ又はデータが格納されているフォルダ
を指定します。下左図はＡＲＤＦと言うフォルダのサブフォルダに KEN2003 のフォルダを作
成する場合の例です。

ＯＫボタンを押すと上右図のように新しいフォルダが作成され、同時にフォルダ内に新しい
データも作成されます。。
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【入力前の設定】

オプションのプルダウンメニュー

（１）競技内容設定

競技内容や入力時の設定を行います。

・ＴＸ探索設定：全クラスで全ＴＸを探索する場合チェックを入れる。
・W50.M60探索 TX：探索しなくとも良いＴＸ欄に「／」を入れる。
・競技種別設定：競技が２種目以上の場合にチェックを入れる。
・地方団体対抗：地方及び団体対抗の競技が有る場合にチェックを入れる。
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ成績対象人数：国際大会などは２を学校対抗などは３を入れます。
・総合部門名称：総合で表彰する場合の賞状に印字する名称
・地域部門名称：地域で表彰する場合の賞状に印字する名称
・ＳＩシステム：ＳＩシステムを使用する場合にチェックを入れる。
・基準時間：ＳＩシステムで設定した時間と同じにする
・クラス自動設定：クラスを生年月日入力で自動設定する場合にチェックを入れる。
・入賞者数：各部門及び各クラスの入賞者数の設定。

設定が完了したら必ず登録ボタンをクリックしてください。

※地方団体対抗とは
全国大会や地方大会で学校対抗などの競技を行う場合に設定します。
職域対抗やグループ対抗を行う場合にも使用することが出来ます。
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【参加者の入力】

①ゼッケン
ゼッケン番号は後で自動的に設定できます。任意の番号を付けるとき以外は空白にしておき

ます。
ゼッケン番号設定後は番号を入力すると「マスタデータ」より登録データの呼び出しが出来

ます。（後述）

②コールサイン
コールを持っていない場合はカナを入力するか適当な英数で番号などを入力します。
コールを入力すると過去に参加経験がある場合はマスタに登録されたデータが表示されます。
マスタデータに間違いがある場合がありますので確認してから登録してください。
既にデータが入力されている場合は右上の枠内に訂正と表示されデータを修正することが出

来ます

③ＳＩ No.
ＳＩシステムを使用する場合ＳＩカードの番号を入力します。
競技内容設定でＳＩシステムを使用しないに設定した場合スキップします。

④部門
部門分けをし部門別に順位を付けることが出来ます。入力は１４４又は３．５と入力します。
競技種別設定を種別無しに設定するとスキップすることが出来ます。

⑤出欠
欠席者は０を入力します。

⑥スタート組
スタート組は後で自動的に設定できます。任意の組を付けるとき以外は空白にしておきます。

⑦グルーブ
団体や学校などの対抗試合を行うときにグループ名を設定します。

⑧クラス
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参加クラスを番号で選んで入力します。クラス自動設定にした場合は生年月日を入力すると
自動的に入力されます。

⑨区分
複数の地域や県大会などで県内とその他で順位を付ける場合に数字やアルファベットで地域

分けをします。
Ａ：は地方対抗を行う場合にエリア番号を入れる。
Ｂ：は支部対抗を行う場合に県番号を入れる。

※地方団体対抗を無しに設定するとＡＢの欄はスキップすることが出来ます。

⑩氏名
参加者の氏名を全角で入力します。

⑪郵便番号
郵便番号を半角で入力します。ゼッケン番号やスタート組を郵便番号を元に自動入力する場

合は必ず入力してください

⑫住所
県名と市郡名を上段に入力してください。

⑬ TEL
電話番後を入力します。

⑭誕生日
誕生日を西暦で入力します。和暦で入力する場合は先頭に昭和は S 平成はＨを付けて入力す

ると西暦に変換します。

⑮年齢
年齢は誕生日を入力すると自動的に入力されます。

⑯登録
入力データに間違いがなければ登録ボタンを押します。

⑰クリア
入力データをクリアします。

⑱終了
入力作業を終了しソフトを閉じます。

（１）マスタデータからの入力
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マスタボタンをクリックすると上図が表示されます。スクロールして目的のデータをクリッ
クして確定ボタンをクリックすることでデータの入力をすることが出来ます。また選択したデ
ータを削除ボタンでマスタから削除することが出来ます。

マスタデータは過去の大会参加者をデータベース化したものです。入力ミスや氏名、住所等
が変わってるものがありますので申込書と照らし合わせて確認下さい。

（２）参加者リストからの入力

データ入力のプルダウンメニューで参加者リストの読み込みを選択します。
下図のようなファイル選択画面から目的の参加者リストファイルを選びます。
下図は高校参加者リストを選んだ例です。
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※読込む為の参加者リスト作り方

ファイルはＣＳＶ形式で作ります。下図がリストの例です。

空のリストはデータを何も入れてない状態でデータ入力のプルダウンメニューで
参加者リストの書き出しを実行することで作ることが出来ます。

（３）データの削除

削除したいデータを呼び出した後に、ファイルのプルダウンメニューで表示データの削除を
選択します。
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次に表示されいるデータを削除しますとダイアログが出ますのでそこで、削除ボタンをクリ
ックするとデータを削除することが出来ます。
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【ゴールタイマーの使い方】

①ゴールタイム入力（ゴールタイマー）

データ入力のプルダウンメニューの中からゴールタイマーを選択します。
選択すると下図のようになります。このタイマーを使うと自動的にゴールタイムと所要時間

を入力することが出来ます。TX数は後で入力する必要があります。
ゴールタイマーを使用する場合は予めパソコンの時間を設定しておいて下さい。

ゼッケンの欄にゼッケン番号入力すると氏名欄に該当選手の氏名が表示されます・
ゴールと同時に GOLL ボタンをマウスでクリックするとゴールタイムと所要時間が表示されま
す。ゴールタイムに誤りがある場合は手動で直すことが出来ます。
間違いがなければ登録ボタンをクリックします。ゴールしていない番号が上詰になり右の欄に
ゴール選手の一覧が表示されます。

※ゴールタイマーと結果データ同時入力

ゴールタイマーを開いた後に結果データ入力を開くことが出来ます。（その逆も可）
わりと少人数の大会などで１台のパソコンで処理をする時に便利です。
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ゴールタイムを入力した後の選手のみに結果データ入力は行って下さい。
ゴールタイムデータを再読込する場合は、前に読み込んだデータ（ゴール時間とＴＸ数）を

消してから行ってください。

（２）ゴールタイムデータの書き出し

データ入力のプルダウンメニューの中からゴールタイムの書き出しを選択します。
選択すると下図のようになります。書き出し先を指定して[開く(O)]ボタンを押します。



- 12 -

（３）ゴールタイムデータの読み込み

ゴールタイマー用パソコンからメインパソコンへのデータをインポートします。
データ入力のプルダウンメニューの中からゴールタイムの読み込みを選択します。

選択すると下図のようになります。読み込み先を指定して[開く(O)]ボタンを押します。

ゴールタイムデータを再読込する場合は、前に読み込んだデータ
（ゴール時間とＴＸ数）を消してから行ってください。

（４）ゴールタイムデータテキストファイル作成

データ入力のプルダウンメニューの中からゴールタイムデータテキストファイル作成を選択
します。
選択すると下図のようになります。書き出し先を指定して[開く(O)]ボタンを押します。

ファイ名も任意で指定することが出来ます
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【結果入力】

データ入力のプルダウンメニューから結果データ入力を選択します。
データ入力を選択すると下図のように入力のダイアログが表示されます。

結果データ入力とゴールタイム入力を同時に行うことが出来ます。
（詳細は前章「ゴールタイマー」の「ゴールタイマーと結果の同時入力」をご参照下さい）

ゼッケン番号かコールサインを入力することで選手データを読み込むことが出来ます。
ゴール時間を入力すると所要時間が計算され表示されます。
制限時間をオーバーしている場合は失格の有無欄に失格コード番号が表示され同時に失格理

由の欄に時間オーバーと表示されます。
ＴＸ欄は取得ＴＸの番号をマウスでクリックすると TX数の欄に取得数が表示されます。
ゴールタイマーでコール時間が入力されている場合はＴＸ数の欄を入力すれば完了です。

（１）ＳＩシステムデータ読み込み

データ入力のプルダウンメニューからＳＩシステムデータの読み込みを選択します。
ＳＩシステムで作成した、ＣＳＶ形式のデータを指定して［開く（Ｏ）］ボタンをクリックし

ます。
ＳＩシステムのデータを読み込ませる場合は、競技内容設定で基準時間を設定しておく必要

があります。
ＳＩシステムの設定については別紙マニュアルをご参照ください。
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※ SIを使ったときの結果速報について

上記ＳＩシステムのデータを読み後、順位ソートを行い総合及び地域結果印刷を行うと速
報をすることが出来ます。

ＳＩシステムのデータを読みは何度実行してもかまいません。１度読み込まれたデータは
書き換わりませんので、訂正がある場合は個々に訂正する必要があります。

（２）未入力一覧

未入力一覧ボタンをクリックするとゴールデータ未入力者の一覧を表示します。
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【ゼッケン設定】

データ入力のプルダウンメニューの中からゼッケン設定を選択します。

下図のようなダイアログが表示されます

ゼッケン番号は入力順、郵便番号順、コールサイン順、部門別、クラス別、区分別の６通り
の付け方を選ぶことが出来ます。

ゼッケンの先頭番号を決めて実行ボタンをクリックします。
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【組合せ設定】

データ入力のプルダウンメニューの中から組合せ設定を選択します。

下図のようなダイアログが表示されます

組合せは入力順、郵便番号順、ランダムの３通りの付け方を選ぶことが出来ます。
全登録数と各クラスの登録数が表示されますので組数を入力して実行ボタンをクリックしま

す。
表示されている組数は全登録数から割り出したおおよその組数です。
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【表示・訂正】

（１）スタート組合せ・訂正

表示・訂正のプルダウンメニューからスタート組合せを選択します。
スタート組合せを選択すると下図のように一覧のダイアログが表示されます。

この画面でスタート時間以外は訂正が出来ます。
スタート時間はスタート組を変更した場合自動的に修正されます。
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（２）参加者一覧・訂正

表示・訂正のプルダウンメニューから参加者一覧を選択します。
参加者一覧を選択すると下図のように一覧のダイアログが表示されます。

この画面でスタート時間以外は訂正が出来ます。
スタート時間はスタート組を変更した場合自動的に修正されます。

（３）総合結果・地域結果

表示・訂正のプルダウンメニューから総合及び地域結果を選択します。
総合及び地域結果を選択すると下図のように一覧のダイアログが表示されます。
印刷前に画面で確認するのに使います。
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（４）表示幅設定
表示・訂正のプルダウンメニューから表示幅設定を選択します。
表示幅設定を選択すると下図のようなダイアログが表示されます。

このプルダウンメニュー４種類の表示を縦、横それぞれパソコンの画面に合わせて設定する
ことが出来ます。
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【一覧・結果印刷】

印刷

印刷のプルダウンメニューからスタート組合印刷を選択します。
スタート組合印刷を選択すると下図のようなダイアログが表示されます。
以下、他の印刷も手順は同じです。

※結果の印刷は順位ソートを行った後でないと印刷できません。

（１）スタート組合せ

スタート順の発表用に使用します。
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（２）参加者一覧

ゼッケン番号順に参加者名簿を印刷します。

（３）区分別一覧

参加区分別に参加者名簿を印刷します。
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（４）総合結果一覧

区分に関係なくクラス別に総合結果を印刷します。

（５）地域結果一覧

地域別に結果をクラス別に印刷します。
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【ファイル操作】

ファイルのプルダウンメニュー

（１）データの初期化

ファイルのプルダウンメニューからデータの初期化を選択します。
下図のようにダイアログが表示されますので初期化のボタンをクリックして下さい。
データが初期化され何もない状態になります。同時に今回の参加者データがマスタファイル

に追加されます。

（２）順位ソート

ファイルのプルダウンメニューから順位ソートを選択します。
下図のようにダイアログが表示されますので確認のボタンをクリックして下さい。
ソートされ順位が確定します。
表示・訂正プルダウンメニューの総合及び地域結果で確認することが出来ます。
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（３）グルーブ対抗順位のＣＳＶファイル作成

順位ソートを実行することで学校対抗やグループの順位ファイルが作成されます。
作成されるファイルは順位ファイルと全グループメンバー成績ファイルの２つです。

下の例はグループ対象人数を３に設定し高校対抗で使用して作成した例です。
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（４）賞状・結果 TXTファイル作成

ファイルのプルダウンメニューから賞状・結果 TXTファイル作成を選択します。
下図のようにダイアログが表示されますのでファイル形式を選択し実行のボタンをクリック

して下さい。
但し、賞状一太郎はテキストファイル、賞状ワードはＣＳＶファイルに固定されています。

ＡＲＤＦ総合､ＡＲＤＦ地域､賞状一太郎､賞状ワードの４種類ＴＸＴファイルを作成します。
ＡＲＤＦ総合と地域は結果発表用としてメール配信などに使う他、ＣＳＶファイルはエクセ

ルなどで加工するのに便利です。

賞状一太郎とワードは賞状印刷の差し込みファイルです。

ＡＲＤＦ総合及びＡＲＤＦ地域のそれぞれ２種類が作成されます。

作成されたＴＸＴファイルの例

作成されたＣＳＶファイルの例
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賞状差し込み用ファイル、一太郎用とワード用が作成されます。

（５）参加者ＴＸＴファイル作成

ファイルのプルダウンメニューから参加者テキストファイル作成を選択します。

下図のようにダイアログが表示されますので確認のボタンをクリックして下さい。
ＡＲＤＦ参加者というＴＸＴが作成されます。
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作成されたＡＲＤＦ参加者のテキストファイル

作成されたＴＸＴ形式ファイルの例

作成されたＣＳＶ形式ファイルの例
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【賞状の印刷】
ワードや一太郎その他のソフトを使って賞状の印刷をすることが出来ます。
差し込み方法についてはそれぞれソフトのマニュアルを参照して下さい。

印字できる項目は参加部門、クラス、順位、コールサイン、氏名、所要時間、探索数の７項
目です。
一太郎用に関しては順位の数字が英数と漢字の２種類にして有ります。

下図は実際に印刷したものです。
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【ＳＩシステムの使用について】
ＡＲＤＦ新潟で貸し出しをしている SPORTident 社 の電子パンチ「ＳＩシステム」と連動

して使用することができます。

ＳＩシステムについては SPORTident社のサイトをご参照下さい。

http://www.sportident.com/sportident-english/english.htm

SPORTident社のサイト（上記アドレス）より、以下の２つをダウンロードして下さい。

・BSM7-D-USB の USBドライバ（ＳＩシステムとＰＣとの接続ドライバ）
・SI-Manager（ＳＩシステムの設定、データ読み込む･書き出しソフト）

設定・使用方法については説明ファイルに同梱のＰＦＤ形式のマニュアル（SIシステム.pdf）
をご参照下さい。

またそのデータを使った集計方法は、以下の章をご覧下さい。

①「入力前の設定」の章
ＳＩシステムを使用するかどうかの設定

②「参加者の入力」の章
ＳＩカード（チップ）のナンバー入力

③「結果入力」の章
ＳＩシステムデータの読み込む

ＳＩシステムを使用することで、以下の２つの作業が不要となります

・「ゴールタイマ」の作業（競技タイムの記録）
・「結果入力」の取得ＴＸの入力作業


